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No. 事業名 担当課 要求額 最終調整後額

1 中核市推進事業 企画課 880 740

No. 事業名 担当課 要求額 最終調整後額

1 （仮称）パスポートセンター整備事業 市民課 121,550 109,900

No. 事業名 担当課 要求額 最終調整後額

1 出羽地区センター・公民館整備事業
市民活動支援課
（地域活動推進課）

53,191 49,350

2 （仮称）市民活動支援センター整備事業
市民活動支援課
（地域活動推進課）

434,576 395,700

3
災害予防対策事業（地震ハザードマッ
プ多言語版作成）

危機管理課 1,830 1,690

No. 事業名 担当課 要求額 最終調整後額

1
障がい福祉計画策定事業
※法に基づくもの

障害福祉課 2,300 1,500

企画部
事業概要

中核市移行を目指し、県との協議、庁内関係各課との調整、市民へ
のPR等を行う。

市民税務部
事業概要

現在市民課で取り扱っている旅券（パスポート）の申請受付や交付業
務を越谷駅東口再開発ビル内にパスポートセンターとして平成２４年
度に開設するために、施設用床の購入や内装設備工事を行う。パス
ポートのみならず、住民票や戸籍謄抄本等の交付も行うことで行政
サービスの向上を図る。

協働安全部

福祉部
事業概要

障害者自立支援法に基づき、国の基本的指針に沿って、障がい福祉
サービス、相談支援及び地域生活支援事業の提供体制の確保に関
する障がい福祉計画を策定する。

事業概要

平成２５年度竣工予定の出羽地区センター・公民館の建設に向けた
基本設計・実施設計を行う。

越谷駅東口再開発ビル内に、市民活動団体の育成と活動を支援す
る（仮称）市民活動支援センターを設置する準備として、施設用床を
購入し、内装設備工事等を行う。

災害から市内在住外国人の生命、身体及び財産を守り、かつ被害を
最小限に食い止めるため、英語・ポルトガル語・中国語・韓国語の４
言語対応の地震ハザードマップを作成する。
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2 助け合いの仕組みづくり事業 高齢介護課 1,720 1,700

3 成年後見センター運営事業 障害福祉課 14,010 7,010

4 障がい者就労訓練施設管理運営事業 障害福祉課 208,751 204,543

4,400

(454,400)

No. 事業名 担当課 要求額 最終調整後額

1 大袋保育所整備事業 保育課 163,300 158,540

2 荻島保育所整備事業 保育課 1,520 900

No. 事業名 担当課 要求額 最終調整後額

1
地域医療推進事業（看護師等修学資
金）

地域医療課
（健康福祉部市民健康課）

9,600 10,000

2
（仮称）初期救急急患診療所整備事業
（旧看護学校改修による）

地域医療課
（健康福祉部市民健康課）

54,700 50,000

※最終調整後額下段のカッコ内の金額は、（仮称）第４老人福祉センター整備事業に係る公共用地先行取得会計計上額を含めた金額で、平成２３年度におけ
る、（仮称）第４老人福祉センター整備事業の総額です。

子ども家庭部

（仮称）第４老人福祉センター整備事業5 455,810高齢介護課

高齢者の社会参加を促進し、生きがいづくりを支援するため、空き店
舗を活用し、高齢者の交流のための仕組みづくりを行う。
※介護支援ボランティア制度事業に係る経費は、介護保険特別会計
に計上（700千円）

看護師等の養成施設に在学する者で、卒業後に市内医療機関にお
いて看護業務に従事しようとするものに対し、修学資金を貸与し、看
護師不足の解消を図る。

小児以外（16歳以上）の夜間初期救急医療を確保するため、旧看護
専門学校の一部を改修し、急患診療所を整備する。

判断能力の低下した高齢者や障がい者の権利と財産を守る成年後
見制度の利用啓発等を図り、高齢者や障がい者等を支援するため
成年後見センターの運営を行う。
なお、運営については、業務委託により行う。

障がい者の自立及び福祉の増進を図るため、障害福祉サービス事
業（就労移行支援事業、就労継続支援事業Ｂ型）や生活相談、地域
住民との交流事業等を行う。
なお、施設運営については、指定管理者制度により管理運営を行う。

（仮称）第４老人福祉センターの整備に向けた事業を行う。

保健医療部

事業概要

待機児童の解消のため、大袋保育所の建て替えを行い、低年齢児
枠を中心に定員の拡大を図る。平成２３年度については、用地取得
及び設計等を行う。

待機児童の解消のため、荻島保育所の建て替えを行い、低年齢児
枠を中心に定員の拡大を図る。平成２３年度については、建設候補
地の選定及び測量等を行う。

事業概要
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3 保健所整備事業
保健所準備室
（健康福祉部市民健康課）

7,500 5,000

4
予防接種事業
（ワクチン接種緊急促進事業）

市民健康課
（健康福祉部市民健康課）

- 700,000

No. 事業名 担当課 要求額 最終調整後額

1 空き店舗対策事業 産業支援課 17,440 14,000

2 中心市街地活性化基本計画策定事業 産業支援課 5,000 5,000

3 観光・物産情報施設整備事業 産業支援課 55,860 51,200

4
産業活性化推進事業
（特産品開発費補助金・特産品販売促
進費補助金等）

産業支援課 1,800 1,740

5
ものづくり産業育成事業
（マッチングイベント講師謝礼）

産業支援課 200 200

6
物産展示場等管理費
（高架下物産展示場施設改修）

産業支援課 3,340 2,890

事業概要

市内商店街の活性化及び創業者等への育成を促進するため、空き
店舗に新たに出店する者に補助金を交付する。また、元気な高齢者
等が援助を必要とする高齢者等にサービスを提供した場合、地域で
使える商品券を発行する「地域支え合いの仕組み推進事業」に対し
支援を行う。

環境経済部

少子高齢化、消費生活等の変化に対応し、越谷駅周辺の中心市街
地における都市機能の増進及び、経済活力の向上を総合的かつ一
体的に推進するため、平成２３・２４年度の２か年で中心市街地活性
化基本計画の策定に取り組む。

平成２３年度末までの期間において、子宮頸がん予防等ワクチン接
種緊急促進事業が実施されることから、子宮頸がん予防ワクチン、ヒ
ブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチンの３つのワクチンの接種事業
を、未来を担う子どもたちを対象に実施する。

総合的な保健衛生サービスの提供を図るため、中核市への移行によ
る保健所の設置準備を進める。

地域の観光・物産情報の新たな拠点施設として、越谷駅東口再開発
ビルの（仮称）市民活動支援センターに観光・物産情報コーナーを設
置する。

産業振興及び市の知名度の向上を図るため、特産品の認定、PRを
行うとともに、特産品の開発及び認定特産品の販売に係る費用の一
部を助成し、特産品の創出を促進する。

市内工業の活性化を図るため、異業種間の交流を目的としたマッチ
ングイベント等を開催する。

市内の特産品等の振興を図るため、これまでの展示に加え特産品等
の販売・観光案内が行えるよう、物産展示場を改修する。
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7 観光資源創出事業 産業支援課 2,750 50,000

8
地球温暖化防止ハンドブックの活用促
進事業

環境政策課
（環境保全課）

700 600

9 自然保護事業
環境政策課
（環境保全課）

1,980 1,820

10 農商工連携事業委託
農業振興課
（農政課）

1,050 1,000

11 一般廃棄物会計基準導入事業 環境資源課 2,600 0

No. 事業名 担当課 要求額 最終調整後額

1 越谷吉川線整備事業
道路建設課
（道路街路課）

10,000 9,000

2 川柳大成町線整備事業
道路建設課
（道路街路課）

20,500 15,000

No. 事業名 担当課 要求額 最終調整後額

1 樹林・樹木保全事業 公園緑地課 20,347 0

新たな観光資源を創出し市内経済の活性化を図るため、観光イベン
トの拠点スペースとして葛西用水沿いにデッキを整備する。

家庭、学校において地球温暖化防止の取組をより一層進めるため、
温暖化のしくみや省エネ効果、環境家計簿などを掲載したハンドブッ
クを作成し、省エネ・省資源等の取組促進を図る。

野生絶滅種のコシガヤホシクサを越谷で復帰させることを目指し栽
培に必要な機器を購入することをはじめ、有害鳥獣や特定外来生物
による生活環境被害防止のための委託事業、ムクドリによる糞害防
止を図るための飛来防止対策工事を行う。

古くから地域に親しまれている身近な樹林・樹木を「保全する樹林・
樹木」として指定し、所有者の協力、連携を基に保全、育成を図るた
め、現況を調査する。

地場農産物の消費拡大を図るため、農業者と商工業者との連携事
業として、展示商談会及び異業種交流会等の企画・運営を委託によ
り行う。

一般廃棄物処理事業に係る財務書類を作成し、コスト分析を行い、
事業に要する費用や効率性について具体的に把握・検証することに
より、事業の効率化を図る。

建設部
事業概要

道路交通において、東西方向におけるアクセスの向上を図るため、
都市計画道路越谷吉川線の延伸を図る。事業箇所は、県道足立越
谷線から都市計画道路南越谷駅越谷駅線までの市施工分の約３４０
ｍ区間で測量等を実施する

越谷レイクタウン特定土地区画整理事業に合わせて、地区内に整備
される川柳大成町線を県道柿ノ木町蒲生線まで延伸し、主要幹線を
連結することにより円滑な道路交通環境を確保するため測量等を実
施する。

都市整備部
事業概要
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2 八条用水緑道整備事業 公園緑地課 50,500 50,500

3 市営住宅長寿命化計画策定事業 建築住宅課 1,800 1,700

4 景観計画推進事業 都市計画課 - 5,000

No. 事業名 担当課 要求額 最終調整後額

1 中央図書室整備事業 図書館 414,260 366,000

2
野口冨士男文庫運営事業（野口冨士
男生誕百年記念事業）

図書館 1,630 1,410

No. 事業名 担当課 要求額 最終調整後額

1 小・中学校施設アスベスト対策事業
学校管理課
（教育総務部総務課）

91,165 90,000

2
屋外教育環境施設整備事業
（芝生化事業）

学校管理課
（教育総務部総務課）

1,500 0

3 環境教育推進事業 指導課 7,734 3,500

総合的な景観形成を図るため、景観法に基づく景観計画や景観条例
等の策定を行う。

事業概要

生涯学習の新たな拠点として、越谷駅東口再開発ビルの（仮称）市民
活動支援センターに中央図書室を設置する。

越谷市に縁のある作家野口冨士男の生誕百年を記念し、戦後書き
記した約２年間の日記などをまとめた「越ヶ谷日記」を発行する。

事業概要

越谷市緑の基本計画に基づき、市民が散策・健康増進として利用で
きる八条用水緑道を整備する。

公営住宅等を対象に長寿命化計画策定業務を実施し、点検の強化
および早期の管理・修繕により更新コストの削減を図るための準備を
進める。

児童・生徒が、自然体験や社会体験などの活動を通して環境への理
解を深め、環境保全に対する実践力を高めていくため、環境教育推
進プランに基づき、環境教育コンテンツを活用した授業や、学校ビオ
トープ・地域の自然等を活用した学習を進めるとともに、リユース、リ
サイクルプラザ、児童館、科学技術体験センター等を活用した体験活
動等を実施する。

教育総務部

児童・生徒が安全に学べる学習環境を確保するため、小中学校施設
におけるアスベスト気中濃度測定を継続して実施し、安全性を確認し
ながら、計画的にアスベスト除去工事を実施する。

児童・生徒が屋外授業等で利用できるように、学校敷地内の一部を
芝生化することにより、屋外教育環境の整備を図る。

学校教育部
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4 特別支援教育訪問指導推進事業 指導課 2,700 1,350

No. 事業名 担当課 要求額 最終調整後額

1 消防署所整備事業（谷中分署） 消防本部総務課 2,520 2,000

2 消防・救急デジタル無線整備事業 指令課 3,550 3,500

3
防火対象物・危険物施設図面等電子
化整備事業

予防課 55,815 55,900

42 事業 千円
※要求締切時の新規事業は、40事業となっております。

39 事業 千円

　　千円

＊事業内容のお問い合わせは、各事業担当課にお問い合わせください。
＊担当課欄のカッコ内の課所名は、平成23年3月31日までの課所名です。

(2,888,683)※平成２３年度における、（仮称）第４老人福祉センター整備事業の総額を加えた最終調整後
の合計額

合計

要求

事業概要

消防本部

特別な配慮が必要な児童・生徒に対して、個々に応じた適切な支援・
指導内容を充実させるため、大学の教員などの専門家による学習障
がい児等訪問を実施し、主に特別支援学級・通常学級における指導
の在り方について各担任・特別支援教育担当教員等に指導・助言す
る。

合計

埼玉県緊急雇用創出基金市町村補助事業を活用し、台帳管理シス
テムの整備を行うため、防火対象物・危険物施設の各種届出書を電
子化する。

谷中分署の建替えに伴う用地を確保するため、測量を行う。

消防・救急デジタル無線を整備するため、電波伝搬調査を行う。

2,307,979

2,434,283
最終調整後


